
オーバビーさんの思い出（２００８～２０１７）

不屈の憲法第9条信奉者

日本の憲法第9条を全世界に

非暴力を一途に訴え続けた巨星



毎年8月原爆忌には地元の新聞に日本の平和憲法を
アメリカに広めるための寄稿を続けたオーバビーさん



オーバビーさんの著書「地球憲法第九条」
国弘正雄さんとの日米対訳版



１９３８年７月４日独立記念祭
オーバビーさん１２歳と家族一同

後列左からノルウェイ移民の父マーチン４８歳と母マチルダ４７歳



新婚早々のチャールスとルース
オーバビーさんご夫妻



米空軍Ｂ２９爆撃機の戦闘パイロット時代（朝鮮戦争に沖縄嘉手納から
出撃）の同僚との記念撮影（前列左から二人目がオーバビーさん）



チャールス オーバビーさんの略歴

• １９４５年１９歳でパイロットにあこがれて米空軍に入隊

• 朝鮮戦争（１９５０～１９５３）ではＢ２９戦闘パイロットとして従軍、
北朝鮮に大量の爆弾を投下、北朝鮮人民数百万人を殺戮し国土
を破壊

（この戦場体験（次ページ参照）が後年非暴力で戦争をなくす

運動をライフワークとするきっかけになった）

• 退役後ＷＷⅡの恩給（ＧＩ ＢＩＬＬ）でミネソタ大学卒業、後に朝鮮
戦争の恩給でウィスコンシン大学で修士号をそしてソ連のスプート
ニク開発の脅威で拡充されたアメリカの自然科学基金助成で博士
号を取得した。その後５７年から６３年にかけてウイスコンシン大学
で教鞭

• 1953年２７歳、ミネソタ大学で知り合ったルースと結婚し３女を授か
り６４年間の結婚生活を全う



朝鮮戦争戦場体験者の声
チャールス・オーバビーさん手記



オーバビーさん戦場体験記の要約

• 1953年2月27日から戦争休戦となった7月27
日迄の5か月間の体験

• リトルマンとのあだ名のあったトルーマン大
統領の指揮命令下アリゾナに格納されてい
た第２次世界大戦で活躍したB29 が再び用
いられ、大戦から帰還した兵士達が再び招

• 集された。
• 自分はB29爆撃機の副操縦士として沖縄の

嘉手納におり東京近郊の横田基地のB２９と
共に３個師団４５機が 北朝鮮に出撃してい
た。

• 当時、ソ連製のミグ１５戦闘機の優秀性と北
朝鮮が保有するレーダー探知機・サーチラ
イトを使った対空砲火により時代遅れのB２
９の空爆は困難を極めた。

• その中で自身の北朝鮮に対する次の爆撃
行為は「ニュールンベルグ裁判で厳しく断罪
された1944年のオランダでのナチスの戦争
犯罪以来の残虐行為」と後に文献で知り自
責の念を痛烈に感じた。文章のタイトルに韓
国における戦争犯罪と記したその空爆とは

• 次のページの内容のものだ。

• 1953年6月18日沖縄時間夜9時に２000ポン
ド爆弾を8個積んで離陸、TOKSANGを空爆し
た際のことである。いつものことだが出撃前
に具体的攻撃目標は何も告げられず爆撃
目標地の緯度・経度だけ知らされて出撃し
た。

• その夜も空爆はB29の１５機から２０機の編
隊で行った。６月１９日の早朝の空爆は水力
発電施設を破壊し農業灌漑用のダムを決壊
させて峡谷を水であふれさせその洪水被害
は黄河、韓国湾まで及んだという。結果とし
て農産物の生産が不可能になり北朝鮮人
民を飢餓に陥れたと後で知った。この空爆
では２０００ポンド爆弾が１５０トンも投下され
た。

• 翌日のニューヨークタイムズは早速この爆
撃の成果を報道し朝鮮戦争中最大の戦果と
書く一方で空軍の一部にはこの計画を攻撃
命令の前にもっと考慮すべきことがあったの
ではないかと政治的に複雑な決断であった
とも書いている。自分の行為は戦犯にされ
てもおかしくない行為であったがこの攻撃で
アメリカ人は誰一人戦犯とされてはいない



システム工学の教授生活

• オハイオ・ステート大学（１９６５～６７）を経てオハイオ大学に
移り１９９２年までシステム工学教授として学生に技術革新
が環境や資源保護に与える影響について講義し「Green 
Technology by design」の必要性を説いた

・ この間１９７７－７８年連邦政府の要請で資源保護と環境

問題について研究する技術検討チームに参画

• １９８０年環境にやさしい技術開発の功績により全米で初の
Washington Internships for engineering studentプログラムで
工学部の学生との共同生活を通じて授業を行う教授に就任

• １９８２年オハイオ州南東部選挙区から民主党下院議員代表
決定選挙に立候補し惜敗



社会正義と平和のための活動開始

１９８１年春学期３か月間交換教授としてオハイオ
大学と提携中の中部大学の客員教授として来日し
広島。長崎の惨状と共に日本国憲法の素晴らしさ
に触れる

１９９０年８月２日イラクの、クエート侵攻に始まり１
９９１年１月１７に多国籍軍がイラク空爆を開始した
後、終結した湾岸戦争後の１９９１年３月１８日に

Ａｒｔｉｃｌｅ９society USAをアセンスで立ち上げた。

１９９２年に名古屋でA9Sの支部が設立され北海道
から沖縄までＡ９Ｓの組織が全国に広がった



下院議員選挙でオハイオ州民主党予備選挙に立
候補したオーバビーさん



社会正義と平和のための活動（続き）

• その後たびたび来日して全国で講演活動、ＮＨＫや朝日新
聞がその活動を評価する報道

• １９９７年「地球憲法第９条」国弘正雄訳、講談社インター
ナシオナル初版

• １９９９年オランダヘーグでの世界平和会議に参加し「日本
国憲法第９条こそ世界の憲法に採用すべき」とアンクルサ
ムの服装をまとって会場内で宣伝活動に専念した。

• ２００３年１０月から１１月の６週間全国講演旅行の後、世
界各国（中国、ハンガリー、ポーランド、インド、北朝鮮、カ
ナダ、エクアドル）を旅して日本国憲法第９条を広める活動

• ２００５年「地球憲法第９条改訂版を立花出版から再販記
念に来日して３週間全国で講演したが２００７年の来日を
もって最後となった。



アメリカ憲法修正要求運動の展開

• ２００６年以降

• 全国会議員にあてて

• 日本国憲法第９条を取り
入れた米国憲法修正条
項のため提案を議会で
取り上げる活動を開始し
た。２００７年５月平和退
役軍人会（ＶＦＰ）のトップ
のお墨付きを得て以後毎
年前議員５３５名に宛て
て手紙を送り続けている



軽飛行機を格納す
る自宅ハンガーで

大好きだった飛行機
は大学に寄付



アセンスコミュニティーセンターのバス
停までいつも出迎え



ご自宅でオーバビーご夫妻と夕食



アセンスの中心街



オハイオ大学最古の校舎



ご自宅前のオーバビーさ
ん



戦争は何の解決策にもならない

War is not the answer
ＦＣＮＬ（Friends Committee on Nat‘l Legislation）の標語

完璧を期して何もしないより不完全でも何かする方が良い



毎晩深夜まで平和談義





定年退職時に司法長官と
一緒に写る弁護士のご長
女ソルベイさん



チャールズ・オーバビー 博士の
日本国憲法第９条を護るため日々活動されている

日本の皆さんへのラストメッセージ

“親愛なる日本の皆さん！”
“どうか日本国憲法第９条が

安倍首相によって亡き者にされないよう、
そして

世界全体にこの第９条を広めるため
最大限の努力をされますようお願いいたします。

なぜなら日本の憲法第９条は地球星に住むすべての
人類にとって、とても、とても重要な宝なのですから”

２０１７．４．２９



オーバビーさん、平和を愛し憲法第９条を守ろうとしている
すべての日本国民への最後のメッセージ

２０１７年４月２９日ペンシルベニア州ケネット・フレンズハウスにて



オーバビーさんのオブジェで投影されたＶサイン（Ｖ silhouette  on 
the wall ｓｈａｐｅｄ ｂｙ Ｄｒ．Ｏｖｅｒｂｙ‘ｓ hand made object)



２０１７年９月１８日オーバビーさん９１歳で永眠
ＳＯ ＬＯＮＧ & THANK YOU ＤＲ. ＯＶＥＲＢＹ

• オーバビーさん

• これからは

• 私達日本人の手で

• 世界の宝「日本国憲法
第9条」を

• 誇りを持って

• 「地球憲法のモデル」

• として世界に広める

• 先頭に立つことを誓い
ます

• どうぞ私達の力を信じ
て安らかにお見守り下
さい

• 「２０１７年７月撮影の
遺影」
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